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Ｊ
Ｒ
連
合
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
所
属
の
森
屋
た
か
し
参
議
院
議
員
と
浜
野
よ
し
ふ

み
参
議
院
議
員
は
３
月
10
日
、
参
議
院
予
算
委
員
会
で
そ

れ
ぞ
れ
質
疑
に
立
ち
、
石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
や
中
野
洋
昌

国
土
交
通
大
臣
、
福
岡
資
麿
厚
生
労
働
大
臣
ら
と
Ｊ
Ｒ
産
業

の
主
要
課
題
の
解
決
に
向
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

私たちの思いを国政に反映させるために
～「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」議員が参院予算委にて奮闘～

浜
野
よ
し
ふ
み
参
院
議
員

運
賃
へ
の
価
格
転
嫁
に
向
け

石
破
総
理
よ
り
答
弁
引
き
出
す

森
屋
た
か
し
議
員
（
立
憲
）
は
、
「
国
鉄
分
割
民
営

化
か
ら
長
い
時
間
が
経
過
す
る
中
、
Ｊ
Ｒ
は
地
方

ロ
ー
カ
ル
線
維
持
に
向
け
厳
し
い
現
実
に
直
面
。

事
業
者
任
せ
に
せ
ず
、
国
の
公
共
交
通
予
算
拡
充

を
含
め
、
公
的
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

ま
た
、
バ
ス
の
運
転
士
不
足
が
深
刻
な
一
方
、
運

賃
が
上
げ
ら
れ
ず
、
ダ
イ
ヤ
も
減
ら
せ
な
い
現
状

が
あ
り
大
き
な
問
題
」
と
指
摘
し
た
。
石
破
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
は
、
「
鉄
道
と
自
動
車
の
組
み
合
わ
せ
や

融
合
を
い
か
に
し
て
図
る
か
、
持
て
る
長
所
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
と
い
っ
た
考

察
は
更
に
必
要
」
と
い
う
旨
の
答
弁
を
引
き
出
し
た
。

中
野
国
土
交
通
大
臣
か
ら
は
「
バ
ス
運
転
者
の
処
遇
改

善
に
資
す
る
運
賃
改
定
の
迅
速
化
等
が
必
要
」
と

の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
浜
野
よ
し
ふ
み
議
員

（
国
民
）
か
ら
は
、
賃
上
げ
と
消
費
拡
大
の
好
循
環
に
関

す
る
質
疑
の
中
で
「
広
く
賃
上
げ
を
呼
び
か
け
る
以

上
、
認
可
料
金
で
あ
る
電
気
料
金
や
鉄
道
料
金
、

薬
価
等
の
認
可
・
公
定
に
つ
い
て
は
賃
上
げ
を
考

慮
す
べ
き
」
と
指
摘
。
石
破
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
は

「
電
力
・
鉄
道
・
薬
価
等
の
価
格
審
査
時
、
賃
上

げ
の
考
慮
は
当
然
重
要
。
人
件
費
等
の
増
加
が
料

金
に
反
映
さ
れ
賃
上
げ
が
進
む
環
境
整
備
に
努
め

る
」
旨
の
答
弁
を
引
き
出
し
た
。

こ
の
間
、
労
使
の
議
論
で
は
前
進
の
難
し
い
政
治
政
策

課
題
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
21

世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
所
属
さ
れ

る
国
会
議
員
と
の
連
携
を
強
化
し
、
私
た
ち
の
思
い
を
国

政
に
反
映
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
き
た
。
私
た
ち
は
、
労

働
組
合
と
政
治
の
関
わ
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
か

ら
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
、
組
合
員
・
ご
家
族
の
理
解
を

深
め
、
政
治
へ
の
参
画
を
要
請
し
て
行
き
「
組
合
員
・
家

族
の
幸
せ
実
現
」
に
繋
げ
て
い
く
。

参院予算委員会にて質疑に立つ森屋たかし参院議員と浜野よしふみ参院議員

答弁に立つ石破内閣総理大臣と中野国土交通大臣
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